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「森と歴史の散歩道」でチョウの食草を探す「森と歴史の散歩道」でチョウの食草を探す「森と歴史の散歩道」でチョウの食草を探す「森と歴史の散歩道」でチョウの食草を探す    

午前の記念碑台は快晴で２０℃、 
谷本さんと参加者１２人が「森と歴 
史の散歩道」を歩いてチョウの食草 
を探した。記念碑台から「まちっ子 
の森」を経由して、六甲山ホテル東 
端から記念碑台に戻った。道すがら、 
テングチョウ、クロヒカゲ、コツバ 
メ、アカシジミ、ジャコウアゲハな 
どチョウが見られる時期と食草を解説してもらった。 

谷本さん谷本さん谷本さん谷本さんの原点はオオムラサキの原点はオオムラサキの原点はオオムラサキの原点はオオムラサキとの出会いとの出会いとの出会いとの出会い    

兵庫県立人と自然の博物館の八木 剛先生から、「六甲山
系のチョウの変遷」に展示協力される谷本さんを紹介してい
ただいた。谷本さんとセミナーの準備でたびたびお会いして、
かなりのチョウの研究家であることを知った。 
郷里の高松で小学校３年生の時、 

チョウの専門家の導きでオオムラ 
サキと出会って、チョウの世界に 
入ったとのことだ。日常生活では、 
奥様もチョウの採集家で、チョウ 
に関係する予定を決めてから、年 
間の予定や計画を考えるとのこと 
で、チョウ中心の生活の様子だ。 
今回のセミナーでは、成人向き 

のセミナーにすることと、当会が整備している「森と歴史の
散歩道」の食草を調べてもらうことをお願いした。 

「チョウを知ってもらいたい」と「チョウを知ってもらいたい」と「チョウを知ってもらいたい」と「チョウを知ってもらいたい」といういういういう熱意熱意熱意熱意が伝わるが伝わるが伝わるが伝わる    

午後の講演では、前段として、午前中の自然散策で観察し
たチョウの食草と、チョウの見られる時期を説明し、「チョウ
にとっては気に入らないコースだろう」と残念そうだった。 
続いて、「六甲山系のチョウ」について約８２種類がいるこ

とやアサギマダラが多いことなどを紹介された。次に「離宮
公園のバタフライガーデン」について、スライドを使いなが
ら説明された。去年の５月から須磨離宮公園の東端でバタフ
ライガーデンづくりをされ、丸１年で４５種類のチョウを呼
べる状態になっている。バタフライガーデンで見られるチョ
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第１２５回テーマ 

六甲山系のチョウ 

●六甲山系のチョウと食草 

●離宮公園のバタフライガーデン 
づくり 

●「あっと」驚くチョウの生態 

 

ウの紹介や、家庭でのバタフライガーデンづくりへと話題が
進んだ。 
休憩時間にセンターで開催 

している「六甲山系のチョウ 
の変遷」を見学し、主催者の 
平尾さんから標本の説明も聞 
くことができた。 
後半は、「あっと」驚くチョ 

ウの生態と題して、あまり知 
られていない変わった生態を 
次々と紹介された、鳥を惑わす擬態や、気温や地域での変異
などに目を見張った。 
最後は、カラスアゲハの吸蜜を実演していただいた。スト

ローを伸ばして蜜を吸っている様子を目にして、参加者は興
味が高まりざわついた。チョウづくしの１日で、皆さんが童
心に返ったようだった。 

まちっ子の森はチョウの食草が少ないまちっ子の森はチョウの食草が少ないまちっ子の森はチョウの食草が少ないまちっ子の森はチョウの食草が少ない    

チョウの目から「森と歴史の散歩道」を見てもらった。予
想以上に食草が貧相であることを確認した。放置山林化した
六甲山上の生態系の問題が明らかになったようで、植生の多
様化などの課題を実感する。そんな中でも、時期を選ぶとい
ろいろなチョウが見られることに勇気づけられた。 

※※※※詳しくは２ページをお読み詳しくは２ページをお読み詳しくは２ページをお読み詳しくは２ページをお読みください。ください。ください。ください。    
 

実施日：平成２８年４月１６日（土） 

     午前１０時～ １５時１０分 

場  所：六甲山自然保護センター、 

記念碑台・散歩道 

 

日本一長い蝶採り網日本一長い蝶採り網日本一長い蝶採り網日本一長い蝶採り網    

 標本を見ながらお話を聴くことで、とて 
もわかり易く自然保護の大切さをしみじみ 
感じました。西区神出町にある雌岡山では、 
生息していたギフチョウが、４０年前に絶 
滅したと聞きました。環境の変化、人為的 
等が考えられます。 
「六甲山を活用する会」の活動は、生き物たちと共存で

きる環境づくりの一役を担っている事業だと感じました。
初参加でしたが、メンバーの方たちを身近に感じ嬉しくな
りました。ありがとうございました。 

参加の感想参加の感想参加の感想参加の感想        向山向山向山向山さんさんさんさん    

 

まちっ子の森で解説まちっ子の森で解説まちっ子の森で解説まちっ子の森で解説    
展示会の展示会の展示会の展示会の標本標本標本標本をををを見学見学見学見学    
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